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っていることが知られている。この糖化反応により生成される最終糖化生成物 (Advanced Glycation 


























図 3．HPLC 分析結果：A (メタノール抽出物)、B (標準試料) 
 
 (2) 抗糖化反応試験 
被験試料は 100 ％メタノールに溶解し、リン酸緩衝液 (pH7.4、0.06% NaN3) で希釈して
100 µg/mL 溶液を調製した。また、BSA (Bovine Serum Albumin) 溶液 (60 mg/mL)、フル
クトース溶液 (1.5 M)を 50 mM リン酸緩衝液 (pH7.4、0.06%NaN3) に溶解して調製した。
ポジティブコントロールとしてアミノグアニジン (150 µg/mL)、比較対照としてレスベラト
ロールとピセイド (各 100 µg/mL) を用いた。プラスチックチューブにフルクトース溶液、
BSA 溶液、被験試料溶液を 0.5 ml ずつ加え、ボルテックスした後に、それらを 50℃で 24 時
間静置後、ブッラックウェルマイクロプレートに 200 µl ずつ注入し、励起波長 340 nm、測
定波長 420 nm で蛍光を測定した。各試験区は 3 回繰り返し行い平均を算出した。抗糖化活
性は、静置前の蛍光強度をブランクとし、コントロールに対する比活性(%)として算出した 
(図 4)。 
図4．抗糖化反応試験における被験試料の比活性 
【結果・考察】 
図4のグラフは縦棒が短いほど、すなわち比活性が０％に近い値であるほど、各被験試料の
抗糖化活性が強いということを示している。今回の結果ではサンプル１が73%、サンプル２
が70％、レスベラトロールが74%、ピセイドは84%であった。この結果から、サンプル１、
サンプル２の抗糖化活性はレスベラトロールと同程度であり、ピセイドよりもやや強いこと
が明らかになった。 
またHPLC分析の結果から、イタドリの茎にはスチルベン系の化合物、葉にはフラボノイ
ド系の化合物が多いことがわかった。レスベラトロールはスチルベン系であり、吸収極大波
長 300 nmを示す。茎から得たサンプル１とサンプル２は吸収極大波長がスチルベン系と同
じで、レスベラトロールグルコシドのピセイドよりも極性の高いピークであった。また抗糖
化反応の強さがレスベラトロールと同程度であったことから、サンプル１とサンプル２はレ
スベラトロールに糖が２分子以上結合した配糖体の可能性があると考えられる。今後はサン
プル１とサンプル２の機器分析により構造決定を目指したいと考えている。 
 
 
